





　2017 年 は 宗 教 改 革 500 周 年 に 当 た る。 周 知 の よ う に 1517 年、 ル タ ー
（Martin Luther,1483-1546）による悔い改めと贖宥に関する「95 箇条提題」













































　メランヒトンは 1497 年 2 月 16 日ブレッテン（現在では大都市カールスルーエ
の近く）に生まれた。メランヒトンの詳しい伝記については他に譲るにせよ 10、






Reuchlin : Els Reuchlerin, ca.1470-ca.1545）の家であった。彼女は母方の親戚で
あった。エリーザベトはメランヒトンの母方につながる男性と婚姻関係にあり、
ゆえにロイヒリンとメランヒトンは血縁関係にはなかったが、しかし彼は才能あ
















教改革者となるヘディオ（Caspar Hedio, 1494-1552）、イレニクス（Franciscus 
Irenicus, 1494-1553）、エルプ（Matthias Erb, 1495-1571）らがいた。メランヒト










ランヒトンは学芸課程を最短で修了し、1511 年 6 月 10 日に 14 歳で学芸学士
（Baccalaureus artium）となる。
　それから 1 年ほど彼はハイデルベルクに留まるが、おそらく師ジムラーの死去
（1512 年 7 月 17 日）もあって、今度はテュービンゲン大学に 1512 年 9 月 17 日












し続けている 17。宗教改革者となるブラーラー（Ambrosius Blarer, 1492-1564）
やエコランパド（Johannes Oekolampad, 1482-1531）とも交友を重ね、とりわ













されていたと考えられる 19。他にも数多くの実りを携えて 20、1518 年メランヒト
ンはルターとともに臨終の地となるヴィッテンベルクへと赴く。テュービンゲン
には 18 年後に一度だけ訪問しただけとなる。




いてメランヒトンよりも優秀な者はいない、と推挙した。そして 1518 年 8 月 25
日メランヒトンは運命の地ヴィッテンベルクに到着。来る日曜日の 8 月 28 日―
後にルターとともにメランヒトンも眠ることになる―城教会で「青年の学習改善






















































神学の荒廃は同時的に進行している（simul Graeca contempta, mathematica 













































Babylonica Ecclesiae Praeludium Martini Lutheri）のなかでようやく繰り広げ
た考えであり、センセーショナルなものであった。ルターは、これについて「大











はマタイによる福音書や、1520 年 4 月からは 1 年間ローマの信徒への手紙の講
義を担当する。さらにルターがヴァルトブルクにいて不在のあいだも（代役とし









われる『神学要覧』（Loci communes rerum theologicarum seu hypotyposes 
theologiae）通称『ロキ』であり、1521 年に出版された。
　この『ロキ』には「神による神秘を私たちは探究するというよりも正しくは




























































立場になっていたのである（Er war kein Doktor, er machte Doktoren）49。
　こうして人文学者メランヒトンの ad fontes という絶対的要請は、神学者すな
46































































































(Initia doctrinae physicae, 1549)があげられ、③倫理学における代表作としては『倫理学の






















としては『自然学入門』（Initia doctrinae physicae, 1549）があげられ、③倫理
学における代表作としては『倫理学の基本概念』（Ethicae doctrinae elementa, 
1550）があげられる。哲学とならんで神学者としてのメランヒトンの④神学に
おける代表作としては、もちろん『ロキ』が筆頭にあげられねばならない。既述





















新であったヴェサリウス（Andreas Vesalius, 1514-1564）の『人体構造論』（De 
humani corporis fabrica, 1543）からも学び、その知見は『魂についての書』（Liber 
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